
 

令和５年度特別支援教育推進計画 

                                校番（３）呉市立白岳小学校 

１ 学校教育目標 

   夢や目標に向かって 粘り強く頑張る児童を育てる 

～夢や目標への自律的挑戦～ 

 

２ 特別支援教育重点目標 

 （１）自分を律し，主体的に取り組む姿勢を育てる。 

 （２）社会性を高め，集団生活に適応する力を育てる。 

 

３ 中学校区で育成すべき資質・能力 

 ○知識及び技能    

 ○思考力・判断力・表現力等 

 ○学びに向かう力・人間性等 

 

４ 校内委員会 

(1) 構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 役割 

 ①家庭，地域，関係機関との連携と情報収集を行う。 

 ②「校内委員会」において，特別支援教育に関わる児童の情報を共有した上で協議を行い，教育委 

員会や家庭や地域，関係機関等との連携方法について学校の方針を決定する。  

③「白岳サポート連絡会議」を開催し，配慮を要する児童について情報共有と共通理解を図る。 

  ※原則，毎週金曜日および学校行事の前 

 ④「ケース会議」を開催し，配慮や支援を必要とする児童に対する具体的な支援方法を検討する。 

   ※学力面や生活面において配慮や支援が必要な児童 

 

５ 特別支援教育コーディネーターの役割 

・校内委員会のための情報収集・準備 

・担任，保護者や児童に対する相談 

・「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」についての助言 

・校内研修の企画・運営 

・関係機関の情報収集・整理 

・専門機関等への相談をする際の情報収集と連絡調整，専門家チーム，巡回相談員との連携 
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６ 年間計画 

月 
特別支援教育校内委員会 白岳サポート連絡会議 

関係職員 全教職員 

４ 

・個別の教育支援計画と 

個別の指導計画の保護者への配付 

・配慮を要する児童共通理解 

（全般・入学式の対応） ４月７日（金）              

・校内支援体制の共通理解  ４月１４日（金） 

５ 
・教科書選定委員会 ・配慮を要する児童共通理解（運動会対応） 

５月１２日（金） 

６ 

・具体的支援の検討・修正 ・配慮を要する児童共通理解 

（特別支援学級在籍児童・不登校傾向児童・外国籍児童） 

    ６月９日（金） 

７ 

・１学期の成果と課題 

・個別の指導計画の評価と見直し 

・２学期の方向性検討 

・配慮を要する児童共通理解 

 （１学期の振り返りと２学期に向けて）７月中 

 （野外活動対応）      ７月２１日（金） 

８ ・特別支援教育に関わる校内研修  

９   

10 
 ・配慮を要する児童共通理解（修学旅行対応） 

              １０月１３日（金） 

11 
・具体的支援の検討・修正 ・配慮を要する児童共通理解 （学習発表会の対応） 

              １１月６日（金）  

12 

・２学期の成果と課題 

・個別の指導計画の評価と見直し 

・３学期の方向性検討 

・配慮を要する児童共通理解 

 （２学期の振り返りと３学期に向けて）１２月中 

１ 
・個別の教育支援計画と 

個別の指導計画の評価作成 

・配慮を要する児童共通理解 

・今年の個別の教育支援計画と個別の指導計画評価 

２ 
・具体的支援の検討・修正 

・保・幼・小・中連携会議 

・配慮を要する児童共通理解 

・次年度の個別の教育支援計画と個別の指導計画作成 

３ 
・今年度の成果と課題 

・次年度の校内支援体制検討 

・配慮を要する児童共通理解（卒業式対応）３月８日（金） 

 

 

７ 外部専門家や関係機関（連携先と学校との関係図） 
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西部子ども家庭センター  呉市児童療育相談事業  広島県立呉南特別支援学校  広島県立リハビリテーションセンター 

本庄つくし園  神垣小児科  呉みどりが丘病院  虹の子どもクリニック  県立広島病院 

広島県発達障害支援センター  専門家チームによる巡回相談  医療センター 

幼 稚 園 ・ 保 育 所 ・ 中 学 校 

特 別 支 援 教 育 コーデ ィネーター 担    任 

呉 市 教 育 委 員 会 教 育 相 談 会 保  護  者 

特 別 支 援 教 育 校 内 委 員 会 

学 年 部 連絡会議 



８ 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成と活用 

 (1) 実態把握の対象者と方法 

○特別支援学級在籍児童生徒  

○発達障害のある児童生徒 

○通級指導教室を利用している児童 

○校内委員会において個別の支援が必要と認められた児童生徒（就学指導方針が出されている等） 

※保護者に対して「配付希望の有無」を確認し，希望する保護者には配付する。 

 

(2)作成手順（保護者の参画を含めることが原則） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 活用 

 ・「個別の教育支援計画」では，校内委員会において，支援目標の設定，支援の役割分担，支援内

容の見直し等，Ａ・Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａサイクルに沿って改善を行う。 

 ・関係機関との連携を図り，一人一人の充実した支援が実施できるよう，校内委員会で協議する。 

 ・「個別の指導計画」に基づき，どの指導場面で，どのような指導内容や手立てで実現していくの 

かについて，具体的に明らかにする。 

 ・★印のある児童については，「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を保護者に配付し，内容

等の確認，署名・押印を依頼し，後に控え（コピー）を保護者に渡す。 

実態把握 

本年度実施した「チェックリスト」および，前年度末に作成された『「個別の教

育支援計画」及び「個別の指導計画」を元に，その見直しを行う。 

「チェックリスト」，新規の諸検査等の記録（担任が記入する。） 

支援計画の見直し 

新年度の「個別の教育支援計画」・「個別の指導計画」の配付（保護者に提示し，共通理解を図る。） 

指導の展開 

（指導の実際をモニタリングし，保護者と連携を図りながら，評価につなげる。） 

評価（年度末） 

 ・「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」について各学級担任による自己評価を行う 

 ・実態把握，目標設定，指導体制，指導内容・方法について各学級担任による自己評価を行う 

 ・評価の結果を保護者に説明し，次年度の指導に向けて連携を図る。 

 ・今年度の「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を基に，指導目標を焦点化し，次年度の 

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を作成する。 

 

前年度の評価を行う 年度当初作成した「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」につい

て，年度末の評価を行う。 

次年度に向けて 年度末に整理した「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」をもとに，

次度末の「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成を行う。 

新年度の児童実態を詳細に把握するために，「チェックリスト」をもとに， 

配慮を要する必要がある児童をピックアップする。 


